






























































































































































































































～してあげる → ともにいる 
評  価計  画
支  援
形 式
内 容
無意図 意 図
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　当然「なぜ」「どのように」その技術を行使するのかを、その形式から意図的に問い返
すことが必要になる。こうした技術の型ややり方を身につけることによって、その技
術が意味として評価できるようになれば、単に「教える」「教えてあげる」だけの段階か
ら、習得者が学ぶ段階へ移行するが、スーパーバイザーはその様子をよく観察し、必
要に応じて助言することが必要になる（右下へ）。習得者が段階的に理解し実践する様
子が見て取れるようになることで、その習得のプロセスを理解することで人材育成の
プロセスもまた計画的になる（左下へ）。そして計画的なプログラムを構成することに
より当初の型ややり方、あるいは回答を教えるという仕方から、習得者自身が学ぶこ
とについて現実的可能性を方向性として示すような教育的視点が成立（左上へ）するこ
とで、さらにその意味を評価（右上へ）するという円環が構成されることとなる。
　それぞれの段階において「なぜ」「どのように」が同じ状態で問い返されるわけではな
く、もちろん正解などあるはずもない。また、段階的な移行は計量出来るような空間
的プロセスをもつとは限らない。習得者のタイミングを計る必要があり、急かしたと
ころで相手はコンピュータではないので、入力したのだからといって習得する訳でも
ない。当然教育や習得のプロセスには、現実としての葛藤や悩みは付き物であるし、
もどかしさや虚しさを感じることもあるかもしれない。だからこそ基本的なスーパー
ビジョンの機能は理解しておく必要がある。闇雲に焦っても効果的ではないし、だか
らこそ定期的なスーパービジョンが必要となるのである。
　人材育成がマネジメントとして意図的計画的に行われることの意味は、経験的な知
を意味として捉えかえすことであり、スーパービジョンを単なる経験者のための権威
づけや武勇伝の語りではないし、いわんや愚痴ききに陥るようなことではない。もし
こうしたことが必要であるとしても、それは意図的計画的なマネジメントとしての意
味を持っているという、いわば裏付けが必要である。そしてそれは、繰り返すことと
なるが、スーパーバイジー自身が利用児・者にとって必要な支援を判断できることで
あり、そして必要な支援とは何かについて問えることである。
　マネジメントとしてのスーパービジョンは、対人援助の技術を利用児・者への支援
として意味あるものとして自覚し、対人援助の専門職の思い込みや自己中心的な価値
観や方法論から解放され、個別的かつ社会的な対人援助の技術を習得するプロセスと
して成立するのである。
―10―
引用参考文献一覧
相澤譲治『ソーシャルワークスキルシリーズ　スーパービジョンの方法』相川書房　2006
オットー・Ｆ・ボルノー『問いへの教育　増補版』川島書店　1988
ベロニカ・クールシェッド／オードレイ・マレンダー／デヴィッド・ジョーンズ／
ネイル・トンプソン著『今求められるソーシャルワーク・マネジメント』星野晴彦／
アメディオ・ジオルジ『現象学的心理学の系譜』早坂泰次郎監訳　勁草書房　1981
幸田達郎／山中裕剛／陳麗 訳　久美株式会社　2009
柏木昭・佐々木敏明・荒田寛『ソーシャルワーク　協働の思想　“クリネー”から“トポス”へ』
へるす出版　2010
佐藤俊一『対人援助の臨床福祉学』中央法規　2004
市東賢二「援助関係における権力と責任への一考察」『上田女子短期大学紀要
第四十一号』2018
市東賢二｢対人援助論におけるスーパービジョンへの一考察～専門職養成における
グループ・スーパービジョンの必要性～｣『上田女子短期大学紀要　第四十三号』2020
内田義彦『社会認識の歩み』岩波新書　1971
横山登志子『ソーシャルワーク感覚』弘文堂　2008
